
日常生活や社会生活の中で、定型発達（一般的な脳の処理様式）を前提とした環境において、
発達特性（ ADHD、 ASD、 AuDHD
）や境界知能を持つ人々は、しばしば「なぜそんな簡単なことができないのか」「注意が足り
ない」「努力不足だ」という誤解や批判に直面します。

しかし、これらの「できないこと」の多くは、本人の意志の弱さや怠慢に起因するものではな
く、
脳の神経ネットワークにおける情報のフィルタリング、覚醒水準の調節、感覚の統合、
およびワーキングメモリの構造的限界
という、極めて具体的な生化学的・神経科学的メカニズムに起因しています。

本資料では、当事者が日常的に直面する代表的な「できないこと」の具体例を取り上げ、その
背景にある脳の仕組みを紐解きます。

現象 :
騒がしいカフェやオフィス、複数人が同時に話す空間において、特定の相手の声
だけを抽出して聞き取ることが極めて困難になる現象。周囲のすべての音（ BGM
、食器の音、他のテーブルの話し声など）が同じ音量で脳内にダイレクトに流れ
込んでくる。

神経認知メカニズム :
脳の「選択的注意」や、不要な感覚刺激を遮断するフィルタリング機能（視床や
前頭葉周辺の網様体賦活系等に関わる調整）におけるドーパミンやノルアドレナ
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1. 導入：「できない」の背景にある神経生物学的真実

2. 代表的な「できないこと」と神経認知メカニズム
① ADHD
における「聴覚的フィルタリングの不全（カクテルパーティ効果の
欠如）」



リンのシグナル伝達の偏りによるもの。情報の取捨選択を自動で行う「ノイズキ
ャンセリング機能」が物理的に働かないため、脳のエネルギーが急速に枯渇する
。

現象 :
「あと 1時間で家を出る」「 30
日後に締切がある」という抽象的な未来の時間を、現在進行形のリアルな感覚と
して脳内で維持し続けることができない。そのため、締め切り直前まで時間の経
過を実感できず、強いパニックや遅刻を引き起こす。

神経認知メカニズム :
前頭前野における「時間的な見通し（タイム・ホライズン）」を保持する機能や
報酬系の弱さに起因する。 ADHDの脳にとって現実は「今、ここ（ Now
）」か「今、ここではない（ Not Now
）」の二択であり、未来の概念が時間軸上で滑らかに連続して感じられない。

現象 :
特定の周波数の音（蛍光灯のモスキート音、電車の走行音）、強烈な光、衣服の
タグのチクチク感、あるいは予期せぬ他者の接触などを「背景のノイズ」として
流すことができず、すべての感覚が均等に、かつ最高輝度・最高音量で脳に突き
刺さるように知覚される。これが限界を超えると、パニックやメルトダウンを引
き起こす。

神経認知メカニズム :
興奮性と抑制性の神経伝達バランス（ E/I
バランス）の偏りや、感覚入力を一次処理する脳の各領域（視覚野、聴覚野、体
性感覚野等）におけるフィルタリング・減衰メカニズムの特異性によるもの。

現象 :
事前に予測・準備していたスケジュールや手順が突然変更されたとき、脳内の認
知の枠組み（メンタル・モデル）を即座にリセットして柔軟に対応することが極
めて難しい。思考がフリーズしたり、強い怒りや不安、拒絶反応が表出したりす
る。

② ADHD
における「未来の時間感覚の把持（タイム・ブラインドネス）」

③ ASD
における「感覚情報の自動的調停の欠如（感覚過負荷・センサーの
パンク）」

④ ASDにおける「想定外の事態における『台本』の即時切り替え」



神経認知メカニズム :
脳の「認知的柔軟性（コグニティブ・フレキシビリティ）」や、前頭葉による「
セット・シフティング（ルールの切り替え）」のプロセスにおけるエネルギー負
荷の高さによるもの。予測可能性が脳の安心と安定の基盤となっているため、変
更はシステムのクラッシュに近い脅威として処理される。

現象 :
「新しい刺激を求めてあちこちに飛びつきたい（ ADHD
の衝動）」という衝動と、「ルーティンが崩れたり予測外のことが起きたりする
と強い不安や拒絶を感じる（ ASD
のこだわり）」という要求が同時に発生するため、行動の選択やメンタルのバラ
ンスを自分でコントロールし続けることが慢性的に不可能になる。

神経認知メカニズム :
Dopaminergic（ ADHD的報酬追求）な駆動系と、 Autistic
（予測可能性と秩序を好む）な処理系が同一の神経基盤上で同時に作動し、神経
資源が激しく衝突・消耗する。

現象 :
マニュアルに書かれた抽象的な表現（例：「臨機応変に対応してください」「空
気読んで動いて」）や、複数の条件分岐が入り組んだ複雑な指示を、一度の説明
や短い時間で体系化して実行することが難しい。具体的な手順に分解されないと
、どこから手をつけるべきか完全に停止してしまう。

神経認知メカニズム :
視覚・言語情報を一時的に保持・操作する「ワーキングメモリ（作業記憶）」の
物理的容量の限界。一度に処理できる情報のチャンク数が小さいため、情報のオ
ーバーフロー（処理飽和）が即座に発生する。

現象 :

⑤ AuDHD
における「アクセルとブレーキの同時制御（内部葛藤）」

⑥
境界知能・情報処理における「抽象概念や幾重にも重なったルール
の同時処理」

⑦
発達特性における「議事録を作成できない・話のメモを取れない」
現象



会議や授業の場で「相手の話をリアルタイムで聞き取り、その意味を脳内で要約
し、さらにそれを文字にして書き留める（あるいはパソコンでタイピングする）
」という一連の作業を同時に行うことが極めて困難になる。話を聞こうとすると
手が止まり、メモを取ろうとすると肝心を聞き逃してしまう。

神経認知メカニズム :
これはマルチタスクの破綻と、言語・聴覚情報を一時的に保持・処理するワーキ
ングメモリの容量限界（ボトルネック）に起因するものであり、発達特性（
ADHD、  ASD、  AuDHD
）および境界知能のすべてで発生する。定型発達の脳では自動化される「聴く」
「要約する」「出力する」の各プロセスが、それぞれ独立した高負荷な直列処理
としてワーキングメモリを直撃するため、同時進行しようとした瞬間にシステム
が飽和（オーバーフロー）を起こす。

発達特性や神経多様性における「できないこと」の本質は、個人の怠惰でもわがままでもなく
、「世界をインプットし、処理し、アウトプットする際のハードウェアおよびソフトウェアの
特性（エラーや制約）」にあります。

この「構造としての限界」を正しく把握し、個人の根性論で解決しようとするのではなく、「
カクテルパーティ効果が働かないなら静かな環境やノイズキャンセリングイヤホンを用意する
」「時間感覚が掴めないなら視覚的なタイマーで可視化する」「議事録作成ではリアルタイム
の同時処理を避け、音声起こしツールや構造化されたテンプレートを活用する」といった環境
のユニバーサルデザイン化（アクセシビリティの向上）を図ることこそが、真の意味での適切
な支援と共生の土台となります。

3. 結び：「できない」を構造として理解する視点
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